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（論文 内容 の要 旨）

ヒ トの顎 口腔機能 は、咀鳴 ・嚥下 な どの生命維持 と，発話 な ど音声 コ ミュニ

ケー シ ョンのた めの動作 を含 み、 日常生活 を営む 上で欠 かせ ない身体機能 で あ

る。本研 究では、これ らの動作 について主体的 な役割 を担 う下顎 と舌に着 目し、

その力学的 な計測手法 とそ の応用 を提案す る。

まず、乳児 の哺乳行 動 に着 目し、吸畷 時におい て能動 的 に動 く舌運動 を計 測

す るた めに、小型力 セ ンサ を複数個 内蔵 した人工乳 首 を開発 し、舌 と人 工乳 首

の接 触圧 を計測 した。 そ の結果 、人工乳 首に加 わ る力 の変動 が、吸畷 と同様 の

約2Hzで あるこ と、人 工乳 首の基底部 と先端 に設 置 したカセ ンサ の出力 につい

て、それ らが最大値 に達す る時間に差 があ るこ とが示 された。

次 に、所 定 の位 置 に加 わ る力 を計測 す る こ とが可能 な点接 触型力 セ ンサ を新

たに開発 し、人 工乳首先 端 と基底部 に設置 したカセ ンサ の出力か ら、力 の重 心

を算 出 した。 その結果 、人 工乳首 に加 わ る力の重 心が基底部 か ら先端 へ と動 く

様子 が明 らかにな った。 これ らに よって 、臨床 現場 で、舌 と乳首 の接触 状態 を

詳細 にモニ タ リングで きる可能性 が拓 けた。

さ らに、下顎 の上下運動 お よび舌 の巧み な動 きに着 目 し、それ らを併用す る

口腔装着 型 コン ピュー タ入力 シス テム を構築 した。 この システ ムでは、下顎運

動 に よるス ライ ド部の変位制御 と舌 尖に よるスイ ッチ押 下の独 立 した2系 統 の

入力 を用 いて コン ピュー タ を操 作す る。 この入 力操 作 の習熟過 程 を調べ るた め

に、 日本語入力用 ソフ トウェアを開発 し、単音 あた り3s～4sで 入力 できるこ

とが示 され た。 また、楽器演 奏が 可能 な ソフ トウェア をあわせ て開発 し、演奏

経験 を重 ね る ことに よって電子 メ トロノー ムが指 示す るタイ ミングで正 しい音

階 の楽 音 を発音 で きる よ うにな る ことが示 され た。 これ らの結果 か ら、 ここで

提案 した下顎 と舌 を併用す る入 力操 作の実用可能性 を明 らかに した。
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河内 了輔

（論文審査結果の要旨）

平成24年12月21日 に開催 した公聴 会 の結果 を参考 に、平成25年2月

18日 に本博 士論文 の審査 を実施 した。

以下 に述 べ る通 り、本博 士論 文 は、本 学位 申請者 が情報科学 の生命機能 計測

応 用分野 で研 究 開発活 動 を続 けてい くた めに必要 な素養 を備 えてい るこ とを示

す もので ある。

河 内 了輔 は本 学位論 文 におい て、乳児 の哺乳行動 に着 目し、 吸畷時 にお け る

舌運動 を計測 す るため に、小型 カセ ンサ を複 数個 内蔵 した2種 類 の人 工乳 首 を

開発 し、舌 と人工乳 首の接触圧 を計測 した。 そ して乳児 吸畷時 の動的 な接触圧

の変化 を明 らか に した。 この よ うな乳児 舌運 動の生体機 能計測 は世界的 に も例

がな く、独創性 の高 い業績 であ る。 さらに、 リアル タイ ムで乳児 の舌 と乳 首の

接触 状態 を詳細 にモ ニタ リングで きるこ とか ら、小児科 にお け る臨床 的応用 も

期待 でき る有用性 の高い研究 であ る。

次 に、下顎 の上下運動 と舌接触圧動 作 を併用 した 口腔装着 型 コンピュー タ入

力 システ ムを考案 し、 日本語入力 と電子楽器 演奏のイ ン ター フェース を開発 し

て、若 干 の実 証実験 に よってそ の有用性 を明 らか に した。 これ らのアイデ アの

新規性 は高 く評価 で きる。

本 論文 で提案 され た、顎 口腔系 の運 動機 能 、すなわ ち、舌運動 ・接触圧 と下

顎運動 に関す る計測方法 とその応用 システ ムは、情報科学 と医用 工学の境界領

域 にお ける生命機 能計測 学の発 展 に大 き く貢献 す るものであ る。 よって 、本論

文 は、博士 （工学） の学位 論文 として充分 な価値 があ るもの と認 める。


